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５月 19 日　若葉　田淵農園 

　豊穣の秋を願って　豊穣の秋を願って

　5 月も中旬を過ぎ、春らしい天候の中、町内各地で

農作業が進められています。用水路には水が流れ、各

地の水田では水はりを始めています。一番乗りで田植

えを行っているのは、若葉地区で農業を営む田淵隆浩

さん。田植えは、4.6 ヘクタールの水田に「ゆめぴりか」

と「ななつぼし」の 2 品種を植え付け、2 日半かけて

終わらせるとのこと。田植えが終わると一段落ですが、

その後は麦の防除などが始まり農家さんは忙しくなっ

てきます。田淵さんは、「順調に育って、昨年と同じ

ように豊作になってくれれば」と語ってくれました。

４月 25 日　大崎市　旧有備館

　東日本大震災からの復興東日本大震災からの復興

　平成 23 年 3 月 11 日発生の東日本大震災で倒壊し

た姉妹都市大崎市の旧有備館が、５年の歳月を経て復

興を遂げました。旧有備館復興の落成式には、伊達家

に縁のある方々、町を代表して宮司町長、後藤議長、

本庄教育長、大崎市への義援金募集活動のために設立

された「宮城県大崎市復興支援委員会」代表の鈴木智

久さんが招かれました。鈴木さんは「大崎市と当別町

を結ぶ象徴である旧有備館の復興は本当にうれしい。

伊藤大崎市長、佐藤大崎市議会議長からも、当別町民

に対し、感謝のお言葉をいただきました。これも義援

金の呼びかけに、快く賛同いただいた町民と町内企業

など関係者の皆様のおかげです。委員会の代表として

も感謝の意をお伝えいたします。当別町と大崎市はい

わば本家と分家。これからも末永く良い関係を続けら

れることを願っております」と語っていました。


